
太平洋戦争終結に貢献した３人の九州学院OB

第28回卒・竹宮帝次

第23回卒・トーマス時雄坂本

第22回卒・和田隆太郎（ジミー・ワダ）

１



降伏文書調印式の事前折衝で重要な働きをした竹宮帝次氏

１９３９年（昭和１４年）
排日運動の高まりにより
武宮家は日本に引き揚げ

１９４１年 （昭和１６年）
日米開戦時は九州学院に在学

２



日系２世（二重国籍）生徒調査報告書

チャペル横の図書館内
日本語学習はここで

３



九州学院行軍訓練

４



国民精神作興強調週間「銃後ノ国民」朝礼説教
５



軍事教練と配属将校 ６



１９４０年（昭和１５年）時局講演のため訪米
カリフォルニア在住の卒業生との会合

７



九州女学院長エカードと九州学院ミラー主事
８



１９４１年（昭和１６年）１１月１日
創立３０周年記念式典

９



勤労報国の開墾奉仕
１０



１９４３年・昭和１８年４月
九州學院から九州中學校へ

１１



１９４４年（昭和１９年）４月県翼賛壮年団長
として十字架を負った第２代院長稲冨肇

１２



１９４４年（昭和１９年）全校生徒が勤労作業動員
１３

鹿屋海軍航空隊基地本部



戦時下の軍事訓練
１４



戦時下に行われていた教練
１５



戦時下の野外朝礼・東方遥拝

1945年・昭和20年3月18‐19日米軍艦載機が空襲
健軍の三菱航空機工場が爆撃 学院体育館にも工場疎開

１６

連日空襲警報で授業中止



１９４５年（昭和２０年）７月１日の空襲
第７３爆撃飛行団B29・150機

マリアナ基地から飛来

ブラウン講堂東南の旧屋内体操場に
焼夷弾が落下

１７



戦火を免れた九州学院本館と第２代稲冨院長
１８



１９４５年（昭和２０年）８月１０日熊本市第２次大空襲
西方（右側）から攻撃機が東方（左側）へ向け機銃掃射

１９



戦後（１９５０年）の九州学院周辺
学院の南部は焼失跡が広がっている

1945年・昭和20年8月15日、昭和天皇の「戦争終結詔書」玉音放送により終戦

２０

玉音放送に聴き入る国民



１９４５年（昭和２０年）８月１５日終戦

痛々しい学院長杯

２１



昭和１８年
騎兵隊通り（九学通り）
味噌天神入口と学院生

２２



１９４５年８月２７日
戦艦ミズーリ号士官室での事前折衝の様子

２３

無条件降伏文書調印へ向け通訳として尽力



１９４５年９月２日

戦艦ミズーリ号艦上での降伏文書調印式

２４

「横須賀鎮守府および海軍航空基地の明け渡しに関する文書」
「横須賀占領軍司令官オスカー・バッジャール少将名による
武装解除、海岸防備、宿舎、衛生などに関する指示書」手渡し



降伏文書に署名する日本側全権
重光葵外務大臣

２５

横須賀米海軍基地司令官オスカー・バッジャール少将は
武宮帝次を通訳に指名



米海軍横須賀基地鎮守府
竹宮帝次氏はここで民事部長を務めた

２６

TAKEMIYAは 米軍の「大事な宝」と呼ばれた



米軍横須賀基地池子住宅内のクラブ・たけみや
２７

武宮氏は2010年、86歳で召天



１９４５年８月３０日
厚木飛行場に降り立ったマッカーサー元帥

国際新聞の付属将校・通訳：トーマス時雄坂本

２８



調印された降伏文書
トーマス時雄坂本は降伏文書の草案の検分を担当

２９

SAKAMOTO：マッカーサー司令部付
エリート情報士官



坂本時雄氏は１９３８年・昭和１３年３月卒業
３０

父親は上益城郡矢部町出身
熊本市九品寺の柴垣正弘先生宅に預けられた



九州学院の剣道練習
坂本トキオ氏はここで育てられた

３１

柴垣正弘先生：剣道八段範士
「九州学院敬愛会」初代会長（大正13年創設）



トーマス時雄坂本氏は九州学院卒業後カリフォルニアへ
３２

1941年・昭和16年2月 徴兵制にかかり米国陸軍に入隊



坂本氏の家族はアーカンソー州の強制収容所に収容

真珠湾攻撃

３３

SAKAMOTOは陸軍情報部日本語学校の教官を務めた



トーマス時雄坂本氏は「マッカーサーの耳」となって尽力
３４

フィリピン上陸作戦

マッカーサー司令部・連合軍翻訳通信部に所属



降伏文書に署名する連合国側・マッカーサー元帥
トーマス時雄坂本はマッカーサーの通訳として活躍

３５

坂本氏は1970年退役まで18年間軍務につき
朝鮮戦争、ベトナム戦争にも参戦



１９４５年９月２日

戦艦ミズーリ号艦上での降伏文書調印式に臨む

和田隆太郎：日本海軍の諜報通信・特信班に従事

３６



降伏文書調印式に臨む日本側全権

重光葵外務大臣（背後に和田隆太郎か）

３７

降伏文書調印は「不名誉の終着点ではなく、
再生の出発点である」（重光外務大臣）
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３８



ウクライナに平和を
ヘルソン奪還

39


